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は じめに

「教育 とは何か?」 この問 いを発することは、教育現場たる学校 ではタブーなので あろうか。 否、 タブー

というよ りも、 ただ単 に、発 して も何 の意味を もなさない問 いで あ って、生 じることす らない とい うのが本

当の ところなのではないだろ うか。 それ ほどまでに 「教 育」 は、 自明の確 固たる もの として、学 校では位置

づ けられている と考え られ るのである。

確かに、個 々の教師 に 「教育 とは何です か?」 と問 うた とした ら、「社会 に出て も通用す る人間を作 る こ

と」 とか、「自立 して、一人で も生 きて いける人 間に育てること」 とか、「人 と して生 きてい くために必 要な

ことを身 につ けさせ る こと」 な どな ど、言葉 は違え ども、要 は、 「一人前の人間 にな るた めの準備 をさせる

こと」 とい ったニ ュア ンスの答えが返 って くることは、 日常 の職員室で の会話な どか ら十 分に窺 い知 れる。

しか し、実際 の教育 活動の中身といった ものは、果た して そう した目的 に向か ってな されている と言 える

のであろ うか。 否、教 育活動 の中身 とい うよ りは、r教 育」 に携 わ る教師のあ り様 といったもの は、 そう し

た 目的を前提 に してい るといえ るものなのであろうか。

筆者 は東京都 の公立 中学校 の教 師で あるが、あ る側面か ら見 ると、 「教 育」 とは名ばか りで、 思春期 と言

われる難 しい時期 にあ る子 どもを 「管理 ・統制」す ることに躍起 にな って いるとしか思 われないような教師

のあ り様 にさえ感 じられ るのである。そ して、 このように感 じるの は筆者 だけ とは思 われ ない。

とあ る日、職員室で一 人の先生が、 「中学校の先生 は、 まとま りを持 って、一 致団結 していな けれ ばダメ

だよな。そ うしなければ、生徒にやられて しまうから……象 に襲われた シマウマの群みたいなものだか らな!」

と発 した。 す ると、 そこに居 合わせた教頭 を始め、数名の先生 は皆、「本 当にそ うだよな」 と実感を込 めて

同意 していた。

「ライオ ンで はな く、象 なんだよな」 とその先生 は続けた。 確かに、ライオ ンであれ ば、 シマ ウマの一頭

が犠牲 になれ ば、群 の残 りは助 かるのであろうが、 象が、 しか も象の群が暴 れ出 して しまえば、 シマ ウマは

群 ごと一頭残 らず蹴散 らされ、踏み潰 されて しま うとい う事 態 も予測がつ くのであ り、そ うしたイ メー ジを

暴徒 と化 した中学生 に重 ね合 わせた メタフ ァーだ ったに違いない。

それ ほどまで に公立 中学校 においては、生徒が(単 に暴力 を振る うとい ったことだけに留 まらず)暴 れ出

し、収拾 がつかな くな り、「教育」 どころではな くなることを恐れ ている とい うのが実態 ではあ るのか も知

れない。 それ故 に、そ の予防 のために、「管理 ・統制」 に力が注がれ ざるを得 ない教師 の姿勢 も、端 か ら否

定す るわ けにはいかな い。

一つ付 け加え ると
、 そのシマウマの群 においては、体を張 って生徒 に立 ち向か えるところの教 師が、群の

前面を固め、生徒指導の表舞台 に立 って問題状 況を押 さえつ け、暴徒化 しないように予防する ことを求め ら

れて いる。 さらにまた、暴徒化 して しまった時には、それを力 ず くで鎮圧す る役割 をも担 ってい るのであ る。

多 くの場合、頑強な体育教師がそ うした役割を期待 されて いるのであ り、 その体育教師である筆者 は、 ど

の学校 において も、「体育教師 は斯 くあ るべき!」 という指導 を校長 ・教頭 を始 め、先輩教師か ら受 けてき

たので あった。 そ して、 そう した役割を担 った体育教師は、 「生活指導主任」な どの地位 を与え られ、 ある

体育教師の ことばを借 りると、「学校を動 か している」 ことを意気に感 じて取 り組んでい るのであ る。 そ し

て、一致団結を余儀な くされ るシマウマの群においては、 そう した学校体制 に反旗を翻 す ことは許 されない

のである。

こうした現状において行われている 「教育」 を、その閉塞性 を鑑 みつつ、 山括弧で閉 じて〈教育 〉 と表記

す ることにする。 これは、「制度的言説 としての教育」 と呼 び得 るもの と考え られ る。
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〈教育 〉の典型的 な例 を一つ あげた い。ある中学校では、芸術教育 に力 を入れていた。 そのため、地区の

連合音楽会 に、 ほとん どの学校が音楽部活動 を してい る部員のみが参加 していたのであ るが、その中学校は、

2年 生 が全員 参加 し、舞台で は全員 による合 唱を披露 していた。と ころが、 ある年 、他校 の生徒 の服装や参

観態度が乱 れていたため に、翌年か らは連合音楽会への参加を取 り止 めて しまったのであ る。 その中学校の

教師が言 うには、「『寝た子を起 こす な』 ということですか……」

「芸術教育」 と、 いわ ゆる 「生徒指導」 と称 され るものとが同 じ次元 で語 られて しま うとい う実態、それ

以上に、全ての教 育実践 に先だ って 「生徒指導」が優位に立 ってい るとい う現実。そ こに閉塞的なく教育〉

の大きな特徴 が現れてい ると言え るのであ る。

その実態 については、筆者の京都大学大学 院入試のために提出 した論文 「東京 都公立 中学校 における教育

相談推進を妨 げている要因 の考察」Pにおいて、一端を論 じて いる。

平成5年 度以降 に、スクールカウ ンセ ラー配置校 とな った中学校を数校訪問 し、関係職員へのインタ ビュー

を中心 に展 開 している。 そのなか の代表的な事例 と して、ある教育相談推進 に積 極的に取 り組 んでい る校長

が、「教育相談 なんか生ぬ るい!」 とばか りに話す教頭 とのや り取 りにおいて、ふ とため息混 じりに眩かれ

た 「どうして も指導 したが るの よね」 とい う言葉 に、 〈教育 〉へ と凝 り固ま った教師のあ り様 が集約 されて

い るよ うに思 われ る。

そ して、 その論文 においては、 なぜ、 どうしても指導 したが るのか とい うことに言及 し、筆者 は 「教師は

子 どもを教 師のパ フォー マンスの道具 にしている」 と結論づ けたのである。 それは、先に述 べたような 「体

育教師は斯 くあ るべき!」 とい う 「制 度的言説」 に乗 じて、子 どもを操 り、 ね じ伏せ、「学校を動か してい

る」 ことを意気に感 じて いるところの体育教師に代表 されるあり様 である と言え るのであ る2)。

本来学校 における 「教育」 には、 こうした 「制度的言説」 としてのく教育 〉とい う相ばか りでな く、その

時 ・その場 に応 じて、教師 が機転 を利かせ、「技」「術」を駆使 して、 まさに臨機 応変に 「教育」 を行 う、い

わ ば 「臨場言説」 と命名 できるような、 そうした相 もあ り、 当然の ことなが ら学校現場の 日常、において、な

くてはな らない ものと して機能 して いるはずである0

しか し、先 にも述べ たように、 「教育 」を成 り立 たせ るためにとい う大義 名分にお いて 〈教育 〉へ と大き

く傾 き、その占める割合 が大 き くなって、今に も窒息死 しそうな様相を呈 してい ると言え るのではな いだろ

うか。

ここで、「臨場言説」 とい う造語 によ って表 そ うと している教育を、以後 、 〉教育 くと表記す ることにす

る。学校教育において硬直化 しているく教育 〉につ いてはこれ までに述べた通 りであ り、それに対 して まさ

に 「"場"に 臨 んで」創 り出 される 〉教育く言説 として語 り出 したい。

外 に向 け られた 〉〈は、閉塞 的な く教育 〉の開放 を印象づけるの と同時 に、 「生徒指導」主体 として固定

化 し、マニ ュアル化 して しまった〈教育 〉に揺 さぶ りを掛けるために、い くつかの 「いわゆ る教育学的二律

背反」4'(以下、「二律背反」 と記 す)の 舞台へ と誘 い出す。そ して、外 に向け られた 〉<の それぞれに、た

とえば、「社会化」 と 「子 どもの生 」 という 「二律背反」の狭間に教 師が身 を置 く教育観 をイメージす るた

めに 〈社会化 〉教育 〈子 ど もの生 〉と表記 した り、 あ るいは、 「文化」 と 「自然」 とい う 「二律背反」 を

く文化 〉教育 く自然 〉と表記 して、筆者 は修士論文 において考察を試 みt4)。

「教育」 に携わるのであれば、 その現 場において、本来な らその狭間で教師が揺れ動 くであろ う 「二律背

反」が、先 にあげた二つの例であれば、 〈子 どもの生 〉よ りもく社会化 〉に、そ して、 〈自然 〉よ りも〈文

化 〉の側面 に大き く傾 いて しまい、確 固たるもの として固定化 して しまってい るように見受け られるのであ

る。 しか し、修士論文 においては、 「二律背反」 と両極的に捉え、論 じた ことに よ り、拙論 となって しまっ

た。 その点を修正 しつつ、 本論 を進 めていきたい。

また、 〉教育 くへと開かれた教 師像 について考察 し、モデルを模索す ることを も修士論文の課題 としたが、

それについては紙面の都合上、別 の機会 に発表 させていただ くことにす る。

学校教育の実態に言 及するにあた って、教育現場 たる学校 、ことに筆者 が所属 し、教育実践を行 って きた

東京都の公立中学校における事例 を語 り出 して いきたい。その事例 において、筆者 自身がか らだで感 じ、 ま

た、 ことばに して発 して きた、その体験 をもとに〈教育 〉と〉教育 くとの 「圓(せめ)ぎ合 い」 という教育現実に迫 っ
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ていきたい。

〈教育 〉と〉教育 くとの 「圃 ぎ合い」

公教育において は、 ことに義務教育たる中学校においては、子 どもの 「社会化」 とい う相 を強 く持つ こと

は当然の ことと言え るのであ ろうし、 そのために、教 え、身 に付け させ なけれ ばならな いことが多種多様に

あることも当然の ことと言え るのであろう。

さらには、学校 においてな され るべき 「『教 育』 とは何であ るか?」 という筆者 にと っての大 きな根本的

な問いを不問に付 さな ければな らない という、全 くもってmい 状況 にあるので あるが、少な くとも、筆者

が教鞭を執 って きた学校 にお ける教育実践を語 りだ し、そ こにおけ る 「問題」 の所在 に光を あて ることこそ、

筆者の使命 として受け とめてい るのである。無論、 それは 「臨床教育学」 の課題で もあ り、教育現場 た る学

校 と研究室 とを結びつ けるための大事 な 「テキス ト化」G)の作業 で もある。

皇紀夫 は、「なぜ く臨床 〉教育学なのか 一 「問題」の所在 と理解 一 」 において、次のよ うに述べてい る。

「臨床教育学 は、 「問題』 において、先行理解 の秩序に破綻を惹 き起 こ し既成 の教 育世界 に差異 を提起

する喚起 の作 用を認 め、 この差異 としての 『問題』を形象化 してい くこと、つま り 『問題』 を語 り出す

言語的 な仕掛 けによ って、教育理解に新 しい筋立てを創 り出そうとす るJ

最初 に 「道徳教育」 における印象深 い体験 につ いて、事例 を一つ あげたい。

この年 、筆者 の学校 は、「道徳授業地 区公開講座」 を開催 すべ く教育委員会 より指定を受 けて いた。 その

ため、筆者 は学級 担任を していた3年 生の道徳 の授業 を公開 で行 った。

単元 は 「奉仕 の精神」 に決 め、教材 は星野富弘の詩画集 『鈴の鳴 る道』(借 成社1986年)の 内の一編 の詩

「雨」 を選択 し、学習 指導 案を作成 して準備を進 めた。

公開講座 当 日は、町 の教育長 を始め、近隣 の小中学校の教師や、 また、地 域の民生委員 など多数 の人 が授

業参観 に訪 れた。

「雨」 星野富弘

じゃがい も畑の横の道 を 「あ りが とう」

その子 は後 をつけてきた 家のそばで私がい うと

麦畑 をす ぎ その子 は黙 って

墓場 の角をまが って も 帰 ってい った

桃色 のスカー トを揺 らせ くるま椅子で

心配 そうについてきた 雨 に降 られた 日の こと

詩 を読ん だ後で、星野富弘 が寝た きりの状態でいかに筆を 口に くわえて絵 を描 き、詩 を詠 んでいるのかを

テ レビの特集番組 を録画 した ものを映像で流 した。そ して、3人 の生徒それぞれに詩 を音読 させ た後、次 の

ように発問 を した。

「この女 の子 は何歳 ぐらいだ と思 うか?」

「なぜ この女の子 は星野 さんの後をついていったのだろうか?こ の時の気持ちはどんなだっただろうか?」

「星野 さんが家 まで辿 り着 き、『ありが とう』 と言われた時、 この子は どんな気持 ちだっただろうか?」

などな ど、 どの質問 に対 して も、3人 の生徒 は 「模 範解答」を示 して くれた。

「小学校1～2年 生か な あ一」

「星野 さんが車椅子 なので心配でついていった。」

「家 まで無事 に着 いたので、 ホ ッと安心 して帰 った。『あ りが とう』 と言 われて うれ しか った。」

そ して、無難 に授業 を終え ることができ、 その後、 研究協議会が開かれた。

授業全体 は学習指導案通 りに流れた し、生徒 は 「模 範解答」を くれていた し、 その場 での授業参観者の反

応か らも確か な ものを得 ていたので、筆者 は自信満 々で協議会 に臨んだ。 自評 に続 いた質疑応答 では、 やは
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り、 とて も良 い授業 だ ったとの感想 を二人 の人か らもらった。授業 内容 のみな らず、 「詩 を読 む先生 の声が

大変素晴 らしか った」と筆者 自身 に対す る高い評価 ももらい、少 し有頂天 にな りか けて いた。

そ う した ところで、一人 の民生委員 の女性 か ら、「私 もいつ も星野 さんの詩を読 んでい るけれど、星野 さ

んの詩は本当に素 晴 らしい。 それ だか ら詩を読 むだけで も十分。あ との説明 はい らなか った」 と指摘 された

のであ る。

教育長等 も同席 している協議会 で批判 されたに も関わ らず、 この女性の言葉が筆者 の中にスッと沁 み入 っ

て きて、「本当にそ うですよね」 とい うことばを素直 に発することがで きた。

公開授業 とい うこともあって、念入 りに学習指導案 を立て、 ビデオな ども準備 し、 当日の授業 も気合 いを

入れて臨ん でいた。 その分 と言 ってよいのであろうが、発問を通 して十 分に理解 させ、 「奉仕 の精神」 を喚

起 し、あ る意味植 え付けたいという気 負いがあ ったように感 じられ るのであ る。用意周到 に思索 した学習指

導案通 りに進ませ ることに集中 していたように思われるし、 また、 そうな ったことで授業 と して とて も満足

の い くもの とな った と思 った。

そ して、そ うした授業に、教育 関係者であ るところの教育委員 と近隣の 中学校 の教師 は高 く評価 して くれ

た ので あった。 それに対 して、民生委 員の女性が、「あとの説 明はい らなか った」 と批評 されたことで、筆

者 はハ ッと気づか されたのである。

この言葉 によ って、ハ ッと気 づかされた とい うのは、単に授業内容 と して 「あとの説明」がい らなかった

とい うだけでな く、「いい授 業」 を見せ ることだけに躍起にな っていて、苦心 して考 えた学習指導案通 りに

進 あることに筆者 が囚われて しまっていた とい う点 である。筆者が気づかせ、筆者が教え、筆者が植 え付 け

た い。そんな思いが少なか らず あ った ことに気づかされたのである。

この時、生徒3人 は、 「模 範解 答」を もって応 えて くれてい るのであるが、 よ くよ く考 えてみると、筆者

が 「いい授業」を作 るのに協力 して くれていたのであ り、あ る意味で は公開授業で あるが故 に、気を遣 って

くれて いた とい うことが強 く感 じられ るのであ る。

ことに 「道徳教育」においては、 その教材 の持つ力(文 学 や詩 ・芸術 ・自然、 あるいは、人間の生 そのも

のの力)を 子 ども達がそのまま感 じ取 れるだ けで十分 とい うものが少 な くな く、 そこにおける教師のはたら

きの難 しさを実感す るのである。

道徳の授業 にお いては、テーマとな る 「徳 目」を設定 し、それを道徳性 と して`身 につ ける'こ とをね ら

いと してい る。 ここでの 「問題」 は、教師が 「徳目」 を身につけさせ るく教育 〉と、生徒 自身が 「徳 目」を

感 じ取 るの に寄 り添 う〉教育く との 「圓ぎ合い」 と言 えるのであろう。

この授業において は、星野富弘 の詩 という、 ことばの力の宿 った 「教材」を選んだのであ る。その 「教材」

か ら生徒が何を どれだけ感 じ取 れるのか、そ して、 そこにおいて教師 はどうはた らきか けてい くのか、 とい

うことが問われてい るのである。

研究授業 とい うこともあ って、「徳 目」を身につけさせ るく教育 〉に大き く偏 っていた筆者 に、 それ でよ

いと した教育関係者 と、 「あ との説 明はいらなか った」 と批評 し、「徳 目」を感 じ取 る〉教育 くへ と引き戻 し

て くれた女牲 と、そ うした場に身 を置 いて、素直に 「本当にそうです よね」 ということばが発せ られた とこ

ろを鑑み ると、 ここでの く教育 〉が相 当強固であ ったことが窺 い知れ る。

だか らとい って、全 くく教育 〉を排 除し、ただ詩 を読ませるだけの 〉教育 くと して しまうわ けにはいかな

いのであ ろう。勿論、それだけで十分 という生徒 もいることは確かで ある。 しか し、 なか なか気づ くことの

で きない、感 じ取 ることのできない生徒 もいることは間違いのないところであ り、そ うした時のナビゲーター

と しての教師の役割は大 き く、 どのよ うに指導するのか、あるいは、支援 ・援助す るのか という教師のあ り

様が問われてい るのであ る。

たとえば、詩の朗読の後にまず感想 を書かせ、それを発表 させてか ら、その感想 に応 じて教師がはた らき

掛 けをす るとい う方法を用いていれば、 また違 った展開があ ったで あろうと考え られ る。 その時に、 もし、

突拍子 もな い感想が出てきた とした ら、 その時にこそ、教師の 「技」「術」の発揮 どころなのであろ う。

生徒の うちの一人 が、 たとえば、 「この子 は、雨 の中、車椅子について行 くべ きで はなか った」 などと感

想 を述べた とした ら、筆者 はそれに どう応答 した らよいのであろうか。それ はまさに"真 剣勝負の場"で あ

るはず なのである。 そ うした状 況を恐 れて しまって いるか らこそ、 日頃か ら、「徳 目」 を身 につけさせ る、
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あるいは、植え付 ける〈教育 〉へ と凝 固されてきて しまっている と言 えるのか も知れな い。

本来道 徳教育の授業 においては、生徒 自身が 「徳 目」を感 じ取 る〉教育 くと、教師が 「徳 目」を身 につ け

させ るく教育 〉が、いか に有機 的に関わり合えるか、 とい うことが 「問題」の所在 と して浮か び上が って こ

な ければな らな いので あろう。そ うしたことに気づかされた事例 であったと言え るので ある。

それを もた らしたのが教育 関係者 ではない女性 であった ところに、教育界全般 において、 〈教育 〉へ と凝

り固 まって しまってい るとい う実態 を垣間見 ることがで きたのではないだろうか。そ して、 そうした現実を

「あとの説明 はい らなか った」 とい う一言 で開示 して くれたのだ と、 リア リティを もって感 じられるのであ

る。

〉教育 く との圓ぎ合いを避ける く教育 〉

「社会化/子 ど もの生 」「文化/自 然」 を〉教育 くとの関わ りにおいて考 察 してみてわか ることは、 なぜ

そ うした 「二律 背反」、否、 「教 育的両義性」 のただ中で揺れ動 くという教師のあ り様が、 当た りまえの もの

ではないのであ ろうか とい うことである。

よ く言 われる ことではあるが、確か に学校 においては一場面一場面で迷い揺 らいでいたのでは、ま ともな

「教育」 が行 えない とい うの も間違 ってはいないのであろ う。 そ して、先に も述 べたよ うに、 「教 育 とは何で

あ るか?」 とい う問いの起 こり得 ない学校現場 にあっては、 まさにそ こにあ ぐらをかいてい ると言 わ ざるを

得ない相 がある こともまた、 間違 いのない ところで ある。す なわ ち、 日常において、 「『教育』 とはこ うい う

ものであ る」 とい う自明化 されているものがあ り、それは個々の教師の 「自分が生徒 だった時の体験」であ っ

た り、あ るいは、 「最 初に赴任 した学校 の教育が そうであった」 とい う経験 に もとつ くもので あった り、 あ

る意味で、 学校文化 における指導のあ り様 として脈 々と受 け継がれてきた ものがあると考 え られるのである。

そ して、 そ うした教育実践法 と も言え る教育 のあ り様は、あ る種の 「マニ ュアル」 と して学校教育 に位置づ

け られて い ると見 て取 れるのである。

もちろん、 この 「マニ ュアル」を完全否定す るわ けではな く、前述 したよ うに、迷 い揺 れ動 いてばか りも

い られ ない とい う現実(教 育場面)が あることも確かなことであ る。 しか し、繰 り返 しになるが、 そ こにあ

ぐらをかいてい るばか りに、 「教育」 を〈教育 〉た らしめて いるとい う諸相 がある ことも見逃 して はいけな

いので はないだろ うか。

皇紀夫 は、次 のよ うに述べ ている。

「教育 に関す る見立て は、 自閉的で排他的 にな ることに よって安定 し、教職経験の積 み重ね によって正

当化 され、つ いには経験的な偏見(イ デオ ロギー)と して支配 的な権力 を獲得す る」8)

〈教育 〉に揺 さぶ りを仕掛 ける 〉教育 く

ここで は、体育 の授業 にお ける印象 深い体験 について、事 例を一 つあげたい。

極小規模校で の体育で は、球技等の単元の時 には、弛教科の先生方 に参加 して もらって活動 して いる。 こ

の年、全校生徒8人 で あったために、 ほぼ全員の先生方の協力 をあおいで、 ソフ トボール に取 り組む ことと

なった。

この日は単元の2時 間 目。 ゲームの最 中に、セ カン ドを守 っていた2年 生のN子 が、視線 は しっか りと

バ ッテ リーの方へ と向 けてはいたが、腕 を ぐっと組 み、足 を しっか りと大地 に踏ん張 って、ま さに仁王立ち

していた。 守 備にお いては構え ることを大 切に して はいた(「 球 技で は、技 術が伴 わな くと も 『構 え』 と

「声』 だけは誰 で もで きる。 それができる と技術 も伴 って くる」 と指導 していた)が 、 キ ャッチ ャーを して

いた筆者 は、 その姿勢 に気づ き、一 瞬、 「注意 しなければな らないか、……」 とい う思 いが頭 を過 ぎ った も

のの、「いい加 減」 とか 「集 中 して いない」 とかい うことで はな く、何かを主張 して いるかのよ うに感 じ取

られたか らであ ろうか、そのままに して おくことに した。

もちろん、その場で注意する ということや、近づ いて行 って 「何が言いたいんだ?」 と問いただす ことも

あ り得たであろ う。 しか し、筆者 がそちらへ視線 をや り、気 づいて いることはN子 にもわか ってい るよ うに

感 じられたが、 とっさの ことではあるが、沈黙を もって応 えるというあり様を選択 したのであ る。
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そ うした ところ、授業 が終 わ り、校 舎へ と向か って並んで歩 いていた体育科教諭で もある教頭か ら、「な

ぜ、注意 を しなか ったのか?あ あいう態度 を とって いた ら、普通注意を してや らせ るだ ろう!」 と指導を

受けたのである。

また、職員室 に戻 ると、担任 の教師 からも、「N子 は注意 してや らせれば、 ちゃん とやる子 だか ら、注意

してや らせ て下さい!」 と批判 と受 け取れるお願い をされたのであ った。

そ うした二 人の先生 か らの指摘があ ったに もかかわ らず、 あの場で注意 を してや らせなか ったことが間違

いだ った とは到底思 えないので ある。

〈マニュアル〉教育 く"場"〉 という見立て

この事例 か らは、授業 において は、その活動 とは無関係の、 あるいは、 その活動 の妨 げ となる子 どものパ

フ ォーマ ンスに対 しては、注意 ・指導を行 う ということが 「マニ ュアル」 としてあ り、 そ うした〈教育 〉こ

そが 「教育」 であるかのように考え られていることが分かる。

確 かに 「教育」 が子 ど もの、 いわゆ る健全 な 「成長 ・発達」を意図 してな される実践 活動であ り、つ まず

きを許 さない もの として捉 え られ る場合には、 こうした場面で注意 ・指導す ることは当然の ことと考え られ

て も何 ら間違 いではないとす る見立て も成 り立つのであろう。

しか し、筆者 は、そ う理解 した上 で もなお、 この場において、N子 を注意 ・指導 しなか った ことが間違

いであった とは到底思われ ないのであ る。

この時の筆者 は 「子 どもがパフ ォーマ ンスによって開いた"場"に 身 を置いていた」 と感 じられ るのであっ

て、 ほん の一 瞬迷いは したものの、N子 が仁王立 ちで何かを主張 し、 それ に筆者 が気づ き、 筆者 が気づい

た ことにN子 が気づ き、一瞬 の後 に、筆者 は注意 ・指導をせず に、 沈黙を もって応 えたのであ る。まさに

〈マニ ュアル〉教育 く"場"〉 に身を置いたケースであ ると感 じられるのである。

では、この"場"に おいて どの ような 「教育」がな されたのであろ うか。

確 かに この場 において、N子 との間 で 「対話」9)がされた とい うことは、 筆者 には リア リテ ィを もって感

じられる。 そこで何 が生 み出されたのか と言え ば一言では難 しい。

「私 のこ とをち ゃん と見て下 さい」 というN子 の 自己主張 に対す る 「(〈教育 〉の対象 としてではな く、)

一人 の人格 と して ちゃん と見 ているよ」 とい う筆者 の応答であ り
、それ によ ってN子 が 「私は一人の人格

と して見 られ、大切 にされているんだ」 ということを実感で きた、 そ うした体験 であったのか も知れない。

しか し、言葉 に して見 ると、 どうも何か違 ってい るように感 じられて しま う。果 た して、 この場で何が生

まれたのであろ うかio)。

こう した教 師のあ り様 と、いわゆ る 「無私性」 とが どのように結 びつ くのか、修士論文 において は、清水

博著 『生命知 と しての場 の論理 』(中 央公論社1996年)や 、柳生宗矩著 『兵 法家伝書』(渡 辺 一郎校 注

岩波 書店1985年)な どを引用 し、 また、実際 に関西柳生会の稽古に参加 し、その修行を通 して身 につけ、

感 じ取 ったこ とを参考 に、教師の あり様のモデ ルとして 「柳生新陰流モデル」 を試 作 し、「『無私』の心の働

き」1Dに言及 した。 しか し、 このことは今後 の研究を必要 とす る課題 である12)。

生 きられた教育言説世界

こ うして、筆者が学校 で体験 した教育実践の一場面 を事例 として語 り出す ことによって、 「N子 の開いた
"場"」 は

、大 きな広が りを見せている。 そ して、「生 きられた教育言説世界」 と して語 り継 がれることが可

能 となったのである13}。

ここで一つ言 及 してお きた いのが、 「N子 が開 いた"場"」 についてであ る。 この体育授 業の ソフ トボー

ルの一場面で、筆者が、 「仁王立 ち していないで、 しっか りと構 えなさい」 と注意 ・指導 して さえいれば、

その場は丸 く収ま った に違 いない。そ う して いれ ば二人 の先生 は、 何 ら文句 はないわ けで あ り、また、N

子 自身 も注意 ・指導 され ても当然 と感 じられ る、「仁王 立ち」 とはそん な姿勢 と言 えるのであ る。 無論、 両

義的である故 に、 そ うした教育実践 も否定され得ないのではある。
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しか し、 筆者 は 「沈黙」 を もって応 えているのである。「N子 が開 いた"場"」 ではあ りなが ら、 波風を

立てず に丸 く収 めよ うとすれば、おそ らくその"場"は 閉 じられて しま ったに違 いな い。 それ故、「N子 が

開 いた」 のではあるが、それはまさ しく 「パ フォーマ ンス」14)であって、筆者 との相互作用 ・イ ンタラクシ ョ

ンによ って、開かれてい ったのであるQ

そ うした出来事 を、一 つの教育実践/教 育現実 として見立 て、 リア リティを もって語 り出す ことに よって、

「生き られた教育言説 世界」 としての広が りを見せているのである。

おわ りに

ここで語 られた事例 は、 どうや ら 「客観 的事実」 な どというものではな く、 どこまで も筆者が見立 てた

「現実」 であるよ うだ。室井 尚は次 のように述べている。

「いわばQリ ア リテ ィ』 とは、つねにダイ ジェス トされ たもの、 プロセ ッシング された ものなのだ。 ナ

マの現実 とい うものはない。生命 は無数 の別 の現実、別 の情報編集の形を隠蔽す ることによ って、編集

された現実 を手 に入 れるのである。世界が 『地』 と 『図』を伴 った一つの姿で立ち現 れ るとい うことは、

同時 に無数 の別の現実の可能性が隠蔽 されてい ることにほかな らな い。『現実』 や 「世界』 につ いて考

えるとは、 こ うしたダイジ ェス トの形態 を考え ることにほかな らないであろ う。」'5}

このことを自覚 した上で教育現実を語 り出さなければならないのだが、果 た してその先 に 「真実」 は見 い

だせるので あろうか。筆者の身体 に刻み込 まれたその"場'の 感覚。 ことばには してみるが、 そのとたんに

違 ったものにな って しま うよ うな身体感覚'%そ れで もなお、「生 きられた教 育言説世界」 を語 り出 し、「教

育理解 に新 しい筋立てを創 り出そ うとする」 ことを京都大学大学院の臨床教育学講座 に 〈二種〉 の院生 と し

て身 を置 いた筆者 の使命 として受 けとめているので あり、今後 も機会を得 られる限 り、語 り尽 くして いきた

いG

そ して、(教 育関係者に限 らず)よ り多 くの人 々が 「テキ ス ト化」 された 「教育言説」 に新 たな見立てを

し、 それ をフィー ドバ ックす ることによ り、 また新たに 「教 育言説」 が語 り直 され、 さ らに、再 び見立て直

され、一 そう した循環 の中で、 よ り多 くの人 々が 「生きられた教育言説世 界」 に身を置 き、その"場"に

「実践 コ ミュニ ティJ>が 形成 されてい くことを切に願 ってい るのである。
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こで は問題 となるで あ ろう。 モ ノ、言葉 お よび協働 とい う資源 は、 参加 して い るメ ンバー 同士 の間 での交 渉、 競合 、
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